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◆ 晩生種は食味を重視し、適期収穫に努めましょう！！ 
 
りんご 
１ 生育状況 

（１）果実肥大 

定点観測地点（表 1）の「ふじ」の果実肥大（横径）は、開花の遅れや 6 月までの干魃、それ以降

も長雨、日照不足など厳しい気象条件が続きましたが、概ね平年並まで回復しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２）果実品質 

「ふじ」の果実品質（県平均）を平年と比較すると、硬度は平年並み（図 1）、糖度、蜜入り指数は

低め（図 2、4）デンプン反応指数は高め（図 3）となっています。本年の早生品種、中生品種は着色

期の気温がやや高く、日照は不足気味で経過したものの、着色は概ね良好となりました。一方、糖度

は平年よりも低く、硬度、デンプン反応指数は平年より高く、また、地色の抜けが悪いなど開花が遅

れた影響で収穫期はやや遅れ気味となりました。晩生品種については、食味を重視し適期収穫を心が

けてください。 

表１　県内の定点観測地点における果実肥大（横径）状況 （単位：mm）

本年（H25） 前年(H24) 平年 前年比(%) 平年比(%)

91.9 88.6 89.3 104 103

岩手町 一方井 91.3 91.7 89.0 100 103

盛岡市 三ツ割 85.0 91.2 88.4 93 96

紫波町 長岡 88.0 92.9 90.4 95 97

花巻市 中根子 90.4 87.7 86.7 103 104

北上市 更木 94.5 92.2 91.9 102 103

前沢区稲置 92.2 88.6 90.7 104 102

江刺区伊手 81.7 81.7 86.9 100 94

花泉町金沢 86.0 86.5 87.0 99 99

大東町大原 87.6 85.5 88.5 102 99

陸前高田市 米崎 90.8 86.7 88.1 105 103

宮古市 崎山 92.7 90.7 90.3 102 103

岩泉町 乙茂 90.4 86.5 89.8 104 101

洋野町 大野下長根 86.3 93.8 87.9 92 98

軽米町 高家 83.6 84.9 85.0 98 98

二戸市 金田一 92.5 91.6 90.4 101 102

88.9 88.8 88.8 100 100

ふ じ（10月21日時点）
市町村 地　区

県平均（参考）

一関市

奥州市

農業研究センター

Z751720
新規記事用免責注意事項



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１　ふじの硬度の経時変化
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図２　ふじの糖度の経時変化

12

13

14

15

16

10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11

県平均 Ⅰ　県北・山間・高標高 Ⅱ　沿岸北・中部 Ⅲ　県中部・県南部山間

糖
度

（
b
ri
x％

）

H24

H25

平年

図３　ふじのデンプン指数の経時変化
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図４　ふじの蜜入り指数の経時変化

0

1

2

3

10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11 10/11 10/21 11/1 11/11

県平均 Ⅰ　県北・山間・高標高 Ⅱ　沿岸北・中部 Ⅲ　県中部・県南部山間

蜜
入

り
指

数

H24

H25

平年



２ 管理作業 
（１）晩生種の収穫 

「ふじ」は食味を重視して収穫しましょう。しかし、みつ入りを意識し過ぎて遅くまでならせてお

くと、果肉の軟化や果実の樹上凍結の危険、降雪による収穫の遅れが出てきますので、適期収穫を心

がけます（表 2）。また、養分の消耗が、樹体の凍寒害につながる恐れもありますので、注意してくだ

さい。 
 
 

 

 

 

 

 
（２）果実の樹上凍結の回避 

平成 19 年 11 月 19 日に江刺地区で－7℃、11 月 22～23 日に花巻地区で－10℃の著しい低温が発生

し、収穫前の果実が凍結する被害が発生しました。樹上で果芯部まで凍結した果実は、内部褐変、硬

度の低下、食味低下など果実品質が低下し、特にも常温においた凍結果実は内部褐変が著しく増加し、

冷蔵貯蔵でも貯蔵 20日以降は内部褐変する果実が増加することが認められています（図 5、6）。 

したがって、このような果実の樹上凍結を回避するために、販売時期からみた適期収穫期を守り、

過度に遅い収穫は避けるようにしましょう。 

もしも被害を受けてしまった際は、凍結果は押し傷がつきやすく品質の低下を招くので、樹上で解

凍してから収穫してください。また速やかに関係機関と協議の上、販売する場合は冷蔵貯蔵し、光セ

ンサー選果機等で褐変果を排除するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 除草剤の秋期処理 
「ふじ」の収穫後から落葉する前まで（落葉後は散布ムラが出るため）に除草剤を処理することで、

翌年の 6月上旬頃まで雑草を抑えることができます。 

秋は気温が低く、除草剤の効果が出るまで時間がかかりますので、草が枯れないからといって、再

度処理する必要はありません。 

除草剤を秋期処理することで、春の作業を分散することができ省力的です。表 3を参考に取り組ん

でみてください。 

なお、収穫後の秋期処理した除草剤は、翌年の農薬使用回数に含まれますので注意してください。

除草剤の種類によって、風などで舞い上がり、樹体に付着すると薬害を生じるものもありますので、

専用の散布器具を用いて、飛散しないよう注意しましょう。 
 
 
 

図５　果実の内部褐変率の推移　
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図６　果実硬度の推移

9

10

11

12

13

14

15

16

収穫直後 貯蔵10日後 20日後 30日後 70日後

硬
度

（ｌ
ｂ

ｓ
）

凍結果 室温 凍結果 冷蔵 正常果 室温 正常果 冷蔵

表２　ふじの収穫開始期の目安

品種
満開日

起算日数
硬度
（ｌｂｓ）

糖度
（Brix%）

地色カラー
チャート指数

デンプン
指数

ふじ 165～180日 14以上 14以上 ４～５ １～２



 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
４ 樹体の凍寒害防止 

りんごなどの落葉果樹は、落葉後、一定の期間低温に遭遇し、休眠する必要がありますが、気温が

高い状態で推移すると、休眠が浅くなり耐凍性が低くなることがあります。特に、定植年～結実初期

（3～4年生）の若木が、影響を受けやすい傾向にあります。また、結実量が多く衰弱した樹や水はけ

の悪い圃場、肥料が遅くまで効いて新梢の止まりの悪い樹では、樹齢が進んでも被害が出ることがあ

ります。 

近年、冬季の気温が高めで経過することが多くなっています。凍寒害の心配のある園地では、若木

を中心に地際部から高さ 50cm 程度まで、ホワイトンパウダーや水性ペンキ（白色）を塗布するか、

わらを巻くなどして被害の軽減を図りましょう。 

 

 
 
 
 

図７　ホワイトンパウダー
を樹に塗布した状態

表３　除草剤の使用体系（秋期処理）

優占草種 １回目（11月） ２回目（６月上、中旬） ３回目（８月上、中旬）

強雑草
吸収移行型
（通常散布）

吸収移行型
（通常散布）

吸収移行型
（通常、少量散布）

弱雑草
吸収移行型
（少量散布）

または接触型

吸収移行型
（通常散布）

吸収移行型
（通常、少量散布）

注２)グルホシネート剤は「吸収移行型」と「接触型」の中間タイプ
      であり、移行性はあるものの雑草の地下部まで枯殺する効
      果が期待できないため、使用体系 においては「接触型」とし
      ての位置づけとしている。

注１）強雑草：タンポポ、クローバー、ヒメオドリコソウなど（除草剤
       の効きにくい草種）
       弱雑草：ハコベ、メヒシバなど（除草剤の効きやすい草種）

9月15日～11月15日は秋の農作業安全月間 

慣れと油断が事故のもと いつもの作業もまず確認！ 

 

農作物技術情報の 25年度定期発行は今号で終了となります。 

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。 

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。 

中央農業改良普及センター県域普及グループは、現地農業改良普及センターを通じて先進農業者に対

する支援活動を展開しています。 


